





























































































































































	第5章 開発計画の立案
	5.2 最適開発計画案の問題点
	5.2.2 カリガンダキ第2プロジェクトの逸失落差


	第6章 設計
	6.1 概要
	6.2 河流処理方式
	6.3 ダム
	6.4 洪水吐
	6.5 発電用取水口および水路
	6.6 発電所
	6.6.1 土木工事
	6.6.2 発電設備

	6.7 送電線および開閉機器
	6.7.1 送電線
	6.7.2 開閉機器
	6.7.3 電力線搬送通信システム

	6.8 魚道

	第7章 施工計画
	7.1 概要
	7.2 施工計画
	7.2.1 準備工事
	7.2.2 仮排水路工事
	7.2.3 ダム
	7.2.4 洪水吐
	7.2.5 取水口および発電所
	7.2.6 電気工事


	第8章 建設費
	8.1 概要
	8.2 準備工事
	8.3 土木工事
	8.4 機械工事
	8.5 電気工事
	8.6 用地買収
	8.7 エンジニアリング費用、政府管理費および予備費

	第9章 経済および財務分析
	9.1 経済分析
	9.1.1 分析基準と仮定
	9.1.2 発生電力および発生電力量
	9.1.3 経済便益
	9.1.4 経済費用
	9.1.5 経済的内部収益率(EIRR)

	9.2 財務分析
	9.2.1 概要
	9.2.2 財務的内部収益率(FIRR)
	9.2.3 借款返済能力


	第10章 代替開発計画案（第2選定案）
	10.1 概要
	10.2 代替開発計画案の選択
	10.3 代替開発計画案の建設費
	10.4 代替開発計画案の便益
	10.5 代替開発計画案の経済および財務分析
	10.5.1 経済分析
	10.5.2 財務分析


	第11章 環境影響評価
	11.1 概要
	11.2 水没する土地、家屋、道路等
	11.2.1 水没地域の土地利用
	11.2.2 水没地域に対する補償

	11.3 工事地域内の土地・家屋
	11.4 河川漁業
	11.5 プロジェクト周辺地域の水利用


